
昨年に続き幸手市と共催している埼玉県

立大学より、市民講座のご依頼を頂きまし

た。市民へ緩和ケアについてお伝えする機

会は重要です。どんな状態になっても最後

まで地域に住み続けるということを、市民

の方々が理解されることで地域包括ケアシ

ステムが効率よく機能していくのだと思い

ます。がん患者体験者のお話しや市民の

方々とのサロン会での交流は私たち医療者

にとっても貴重な内容の話しを聞く機会と

なりました。 
 

     

 

                           
H 29/10/7,8 で第 41 回日本死の臨床      

研究会があり、ポスター発表で参加 

致しました。会場は秋田県民会館と 

周辺の開場 3 か所行われました。 

ポスター発表は初めてであり、 

仕上がりは思うようなものに 

はなりませんでしたが何とか 

無事終了しました。現在は 

3 月に日本マネジメント学会 

埼玉支部より依頼を受けた 

示説発表の準備の真っ最中 

です。 

                             

 

    
   緩和ケア認定看護師：加藤 加澄 

緩和ケア委員会活動 毎月開催 緩和ケアチーム相談件数 9 件 

がん患者指導料 1、11 件 2、４件算定 認定自己研鑽研修参加 10 回  


